
マルチメディア応用 確認問題２４ 

 

問 10 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 資源を識別するための情報技術方法をＵＲＩと呼ぶ。インターネットでのＵＲＩは、   ａ   と呼ばれ

ている。 

 

問 11 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 ＵＲＬの一部として記述するドメイン名は本来ＩＰアドレスを記述する部分である。   ａ   はこの

ドメイン名とＩＰアドレスの相互変換を行う。 

 

問 12 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 光ファイバーを利用する通信方式を   ａ   と呼ぶ。 

 

問 13 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 携帯電話やスマートフォンをノートバソコン等の通信機器として使用する接続方法を   ａ   と呼ぶ。 

 

問 14 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 国際的な取り決めにより、自由に利用できる周波数帯を   ａ   と呼ぶ。 

 

問 15 次の記述中の空欄に当てはまる字句を書きなさい。 

 

 無線通信の種類には、ＩＣカードなどに採用されている数センチメートルといった極短い距離を対象とし

た   ａ   や、ＩｏＴ機器を対象とした通信距離は最大でも 30メートル程度を想定している 

   ｂ   、通信距離が最大で十数キロメートルにもなる長距離通信を対象とした   ｃ   などがあ

る。 

 


